



























































































































































































績者，全日本音楽教育功績者等， 数々 の表彰に輝いて昭和45年(1970)3月， 停年退職された。
卒業の式辞退職にはふれず 北浜
はその感慨であり， 教授の人柄をよく表わ している。
3 
長瀬教授は，学校経営の傍らその人格，識見を買われて道教委や市教委の各種審議会， 全道
の各種研究団体や校長会の会長， 副会長の重責を担って本道教育界に多大な功績を残されたが，
これらについては省略することにして以下のことについてのみ述べる。
長瀬教授は，次の学会の会員である。
1.昭和25年より広島哲学会
2.昭和33年より北海道哲学会
3.昭和34年より日本哲学会
4.昭和54年より日本比較教育学会
教授は多年本道のユニークな教育雑誌「教育新潮」の編集委員で，これに載せた論文の主な
ものは次の通りである。
昭和25年 教えるということ
社会階層と子供
昭和26年 アメ リカの教育制度は果して民主的なりや
講和後に育つもの
昭和27年 純潔への道
老年者の教育
昭和28年 新任の先生方に望む
アメ リカ大学の危機
昭和29年 自由なる人間
（以上，札幌啓明中学校長時代のもの）
昭和31年 経営1年を顧みて
昭和33年 道徳教育と人間形成
（以上，札幌東高等学校長時代のもの）
昭和42年 刷代と家庭教育
昭和44年 教育ということ
大学に望む
（以上，札幌旭丘高等学校長時代のもの）
9 
この外，教授は北海道高等学校教育研究会長として毎年その研究紀要を編集し発行している。
4 
長瀬教授は，研究思索の人であり，事をなすや細心にして果断， 質実にして謙抑誠実な教育
者であるが，また一面すぐれた歌人であり，俳人である。広島時代には国文の岡本明教授の
「言霊」歌会に入って作歌し，結婚後はきみ子夫人とともにアララギ派の歌人として令名が高か
ゆきげ
った。後年高浜虚子門で客観写生の最も厳しい皆吉爽悶（第1回蛇坊賞受賞者）の「雪解」句
会に入り，北摂と号してその同人である。
昭和52年(1977)12月の雪解巻頭句は長瀬北漢の次の句である。
よな
唐黍を椀ぐ手に有珠の火山灰こぼれ 北漠
火山灰掃いて分校運動会の旗
新学期火山灰の窓枠子ら洗ふ
火山灰敷いて湖畔校庭秋日濃し
このタトに，
うすうすと有珠の火山灰おき貝割菜 北浜
がある。同年8月の有珠の噴火を歌ったものであるが，清明にして写生のよくきいた， しかも
教育者らしい句というべきである。
句夫婦としてきみ子夫人とば琴意相和し，句会に吟行にまた句の旅に相伴い，他の羨やむと
ころである。昭和53年の句集「札幌雪解」からお二人の好きな句を選んで、もらった。
霞とぷテラスに薄日実朝忌 北漠
答案にふくらむ鞄街雪解
庭下駄に土やはらかし木の芽風
春惜しむ看護婦ふたり中庭に
青嵐開基の碑文彫ふかく
暮れざまの山すそ蕎麦の花明り
狩勝の夜汽車の棚にぎす鳴ける
かがまりて虎杖むらの秋新た
旅立の二階手摺りに大根干し
長旅を戻りてひと日春矩；瞳 きみ子
紫陽花の藍さしささず越あまた
萱草のー叢目立ち庭晩夏
耳すますわが踏む音の落葉道
帰宅してさぐる鍵穴暮早し
静穏な家庭生活をうかがうに足る匂は，
春愁や一書をとりし膝の上 北漠
10 磯貝．長j頼米蔵教授を送る
明日よりの講義稿成り庭遅日
春禽や夫も書を伏せならび見る きみ子
採点の夫の背まるし秋灯下
お二人の，みちのくの旅の句に，
雨くらき油団のしめり犀星居（金沢） 北漠
春雨に下るー舟最上川（山形） きみ子
がある。
また，
宴さなかボーナスにそと指ふるる 北浜
インドにはインドの鴻タ灼くる
には，謹直な教授の一面に軽妙で、ユーモラスな人柄をうかがうことができる。
三男一女。東大，北大，小樽商大を出られた三人の男のお子さん方は，社会的に立派な活躍
をつづけられているが，ただ身障の長女の方が病を養っていられるのが教授夫妻の心のかげり
で、ある。
年歩む養生の鋪つづく子に 北摂
身障の子の名申告春寒し
病む膝をかばふ仕草に端居せる きみ子
の句を見るのは痛ましい。
高野素十の句に 「生涯にまはり燈龍の句一つ」がある。教授ときみ子夫人のお二人が，一層
のご健吟によって生涯を飾るに足る句の成らんことを心から願うものである。
長瀬米蔵教授は，本年停年退官されでも，本学が今年度より実施した嘱託教授として，引き
続き趨蓄の講義を行い，温かい親しみ深い風格に接することのできるのは，本学にとってこの
うえない喜びである。
（文中敬語を省いたところをお許し願います）
